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7月～9月に渡って行わ
れたプレイベントの様
子。小・中学生と大学生
がチームとなって茨木市
におけるまちの課題解
決策を考案・発表した。

積極的にパソコンや
タブレットも活用。

/15（火）、立命館大学大阪い
ばらきキャンパスにてオープン
した「スタジオアル」(運営：株

式会社COLEYO)。今の子どもたちが大
人になっていく10年後の社会を基準とし
た「社会で生きていくチカラ」を育むこと
を目的とした教室だ。主な対象は10歳～
14歳の地域の子どもたち。各自の趣
味嗜好や気になる社会課題から、北
摂のまちづくりなどの多様なプロジェクト
を、研修を受けた大学生とともに立ち上
げて実行していくとしている。

10

子どもの“好き”を社会課題解決につなぐ
教室が茨木の立命館大学内で開校

　10歳から社会とシンクロさせる
　現金投資などの珍しい取り組み

タジオアルは、大学生と一緒に
学ぶ環境や企業とのコラボレ
ーション授業、教授・経営者か

ら生のフィードバックをもらう報告会など、子
どもたちが社会とつながれる機会を数多く
取り入れている。また実行するプロジェクト
で資金が必要な場合は、生徒たち自らに
よる教室内プレゼンテーションに応じ、10～
14歳の子どもであっても現金投資すると

いう画期的な取り組みも行う。一人ひとりが
自分に合った形で社会にアプローチをか
けていける制度が整っている。

　問いを立て、解決策を発想し、
　社会へ実装する教育の必要性

命館大学大阪いばらきキャンパ
スの廣井事務局長は「これから
の世の中では『魚を誰かに釣っ

てもらうんじゃなくて自分で釣り方を覚える』
ような力を子どものうちからトレーニングする

ことがとても大事になってくると思います。今
後の社会で生きていく力をつける教育に立
命館として関与できているのは嬉しいです
し、もっと協力していきたい」と語る。

ス
立

当日は福岡茨木市長やJR西日本京都支社の小菅副支社長、立
命館大学の稲葉教授も駆けつけ、 優秀な成績を収めたチームに
茨木市長賞・JR西日本賞・立命館大学賞がそれぞれ送られた。ス
タジオアルではイベントでつくったアイデアも実行していく。

選者
山口 昭男
（やまぐち あきお）

1955年 神戸市生まれ。
1980年「青」に入会。波多
野爽波に師事。2000年「ゆ
う」入会。田中裕明に師事。
編集担当。2010年俳誌「秋
草」を創刊し主宰する。毎月
発行。句集に『書信』『讀
本』『木簡』がある。2018年
句集『木簡』で読売文学賞
受賞。日本文藝家協会会員。

V o l . 3

俳 句
H a I K U

9
月
25
日
締
切
り
で
ご
投
句
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、

山
口
昭
男
先
生
に
入
選
作
品
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【 俳句の応募方法 】
氏名・住所・年齢・明記のうえ、ハガキ、封書、FAX、
下記の応募フォームのいずれかからご応募ください。

〒566-0001 大阪府摂津市千里丘1-13-23　
株式会社シティライフNEW　俳句係まで
FAX 06-6368-3505

https://pro.form-mailer.jp/
fms/f413b102177160  

［ 宛先 ］ 

［ 応募フォーム ］ 

※締め切りは毎月25日必着　※いずれも一人5句まで
※掲載は次々号となります
※佳作は掲載をもって発表とさせていただきます。
※お名前と作品を掲載します。
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旅に携帯する矢立てと印籠

掲載
無料

メール play@ci ty l i fe -new.com

※応募・掲載希望月の前月8日まで
　（以降も受付の場合あり）
※掲載の場合のみ、編集部から連絡いたします。
※高瀬佳子コンサートのプレゼント応募は、
　WEBから：http://present.citylife-new.com/

あなたの街の情報を
お待ちしております！

コンサート

ミュージアム

ギャラリー

催し

講座・講演
「追手門万博～胸ときめく地域文化をデザイ
ンする～」をテーマに、新キャンパス茨木総
持寺キャンパスにて、中学高校大学一体と
なって開催する学園祭。展示や模擬店、ス
テージのほか、11/3（日）14時～さかなクント
ークショー ～海と環境とおさかなのおはなし
～も開催。

追手門学院大学 
合同学園祭

10時～16時

■追手門大学茨木総持寺キャンパス（茨木市
太田東芝町1-1）■入場無料
■問：TEL 072-641-9655（追手門学院大学
合同学園祭実行委員会）

▶ 11/2（土）～
   3（日・祝）　

今城塚古墳の近くを東西に走る西国街道。
江戸時代の古地図や古文書などから、道と
各集落が描かれた景観や、行き交う人 と々
宿場の様子をご紹介。笠や道中かっぱを着
て昔の旅姿に変身できるコーナーも。

高槻の西国街道
今城塚古代歴史館 秋季企画展

10時～17時（入館は16時半まで）
※月曜定休（祝日は開館・11/5(火)休館）

■高槻市立今城塚古代歴史館（高槻市郡家新
町48-8）■観覧無料■問:TEL072-682-0820

▶ 開催中～12/1（日）

年に1度のお楽しみ。旬の野菜や果物、新
鮮な魚の即売、巨大魚の展示、食育コーナ
ーから阿波踊りも！目玉は巨大マグロの解体・
即売。熟練したプロの技で生のマグロを豪快
にさばく。食べよう！遊ぼう！学ぼう！

大阪府中央卸売市場
開放デー

8時半～12時（販売試食は9時～）

■大阪府中央卸売市場（茨木市宮島1-1-1）
■入場無料
■問:TEL072-636-3698

▶ 11/10(日)

富士正晴氏の幅広い交流の中でも特に映
画に携わっていた人 と々の交流の様子がわ
かる資料を展示する。

映画で広がる交流
「富士正晴と映画人」展

■富士正晴記念館・茨木市立中央図書館併
設（茨木市畑田町1-51）
■入場無料■問:TEL072-627-7937

▶ 開催中～
　11/30(土)　

地域で安心して出産し、地域に支えられた子
育てを始めるための出会いの場。これからマ
マになるあなたの子育てを応援。先輩ママか
らのお役立ち情報や参加者同士の交流の
場として是非遊びに来て！

プレママのつどい　
マタニティ期からの地域密着型子育て支援

10時～12時

■ＵＲ都市機構　玉川橋団地集会所(高槻市
玉川2丁目)■資料代：５００円■要申込
■申込・問：TEL/FAX072-678-6287　
Email tepee@m4.dion.ne.jp
（特定非営利活動法人　高槻子育て支援ネッ
トワークティピー）　

▶ 11/15（金）

①茨木写真研究会　第25回記念会員展
（写真）②HO・HO Emiキルト展(工芸)③岡田
章子水彩画教室合同作品展（水彩画）④第
7回e集団展（洋画）

茨木市立ギャラリー展覧会

10時～19時（最終日は17時まで）
※水曜定休

■茨木市立ギャラリー（茨木市永代町1-5阪急
茨木市駅ロサヴィア2F）■入場無料
■問:TEL072-621-1850

▶ ①11/ 7（木）～12（火）
▶ ②11/14（木）～19（火）
▶ ③11/21（木）～26（火）
▶ ④11/28（木）～12/3（火）

音楽の都ウィーンが生んだ2人の名手、全盲
でありながらピアノを奏でる梯剛之氏、ウィーン
在住のヴォルフガング・ダヴィッド氏によるリサ
イタル。終演後2人と共にウィーン料理のディ
ナーを。演奏曲は、ベートーヴェン「ヴァイオリ
ン・ソナタ第5番（春）」、ブラームス「ヴァイオリ
ン・ソナタ第2番」ほか。

ヴォルフガング・ダヴィッド＆梯剛之
ウィーン料理ディナー付き　デュオリサイタル

15時開演
（14時半開場）

■摂津響Saal（ザール）（高槻市原104-95）
■料金:7,000円（ディナー＆ワンドリンク付）
■申込・問:TEL 080-3031-4311（山口）
■詳細：http://settsukyosaal.com/

▶ 11/16（土）

サイエンスの面白を実感できる講座。今回の
テーマは、カワカイメン（海綿）の話。会場に
実体顕微鏡をもご用意。実際にその姿を確
認してみよう。
講師：京都大学理学研究科准教授　
　　 船山典子先生

サイエンス・カフェ高槻　若手研究者と語ろう会
第１8回「骨格を建築する
カイメンの細胞達」

15時～16時半

■高槻総合市民交流センター（第1会議室）（高
槻市紺屋町1-2）■参加費：200円（ドリンク付）
■中学生以上対象・先着３０名
■申込・問:TEL090-8880-7918/fax-
072-682-4365（菊地）
■詳細：https://sciencetakatsuki.bizweb.jp/

▶ 11/30（土）

いかにもこだわりの強そうな作曲家（ショパ
ン・ベートーヴェン・フランク・十河陽一）たち
のエピソードとともに、ドイツの銘器グロトリア
ンのピアノを通して聴いていただきます。
ピアノ演奏とおはなし ： 高瀬佳子

19時開演（18時半開場）

■STUDIO73（高槻市高槻町6-26）
■入場料:前売券3,000円、当日券3,500円
■チケット予約・問:アート デ アート・ビュー
　TEL 072-685-0466（受/11時～18時、火曜定休）
■詳細：http://www.saxonz.com/studio73/

▶ 11/29（金）

15時開演（14時半開場）
▶ 12/1（日）

富士正晴記念館 企画展

9時半～17時
※第2･3･4･5月曜休館
（祝日は開館・翌々日休館）

北摂イベントEvent

11/29（金）
招待券プレゼント 2名様
（応募締切11月10日必着）

高瀬佳子コンサートシリーズvol.27
「作曲家の拘り あれこれ」

こだわ


